
・左大腿骨転子下骨折術後の 90 歳代の患者。死亡時画像診断（Ai） 無、解剖 無。

・転倒・転落歴 不明。抗血小板薬内服中。入院後から夜間に意味不明な言動や脱衣行動
あり。

・転倒・転落リスク評価 実施。予防対策なし。

・入院 14 日目の明け方にドスンと音があり、ベッド左側床下に仰臥位で倒れている状
態で発見。後頭部に表皮剥離と出血あり、意識レベルに変化なし。3 日後の明け方に意
識 レベル低下あり、CT 実施。脳挫傷と診断。転倒・転落 6 日後死亡。

＜事例概要＞

事例3

提言第9号　入院中に発生した転倒・転落による頭部外傷に係る死亡事例の分析


